
外部環境認識
（プラスのリスク、
マイナスのリスク）

財務資本

人的資本

製造資本

知的資本

社会関係
資本

自然資本

● シェアリング
　 エコノミーの進展
● テクノロジーの進化
● ESGの重要性向上
● 災害等の多発
● 消費増税・
　 五輪後の不況発生
● 顧客の変化、
　 少子高齢化、長寿命化
● 所得の二極化
　　•　　•　　•

くらしの
「あたらしい幸せ」を

発明する。

人財

ガバナンス

クレジット
金融

既存事業
革新

財務戦略

人財戦略

アーバン
ドミナント
戦略

ICT戦略

大丸・松坂屋、パルコ運営
主要店舗数

ブランド価値
店づくりノウハウ
売場開発ノウハウ
店舗運営ノウハウ

グループ従業員数

2017～2021年度 累計
設備投資・成長投資

2030

マルチサービスリテイラー
強み事業構造事業構造 560億円

2021年度
連結営業利益

低炭素社会への
貢献

低炭素社会への
貢献

サプライチェーン
全体の

マネジメント

地域社会との
共生

ダイバーシティの
推進

ワーク・ライフ・
バランスの
実現

2021

600億円以上

2017～
2021年度累計FCF

600万人の
顧客資産

600万人の
顧客資産

蓄積された
ホスピタリティ
マインド

都市部の
店鋪資産

不動産

小売

情報

エネルギー使用量

ID顧客

99,761kℓ
(2018年度)

約600万人

約10,300人
(2019年2月末)

2,000億円

GINZA SIX、
上野フロンティアタワー
ZERO GATE…

35店舗

クレジット
金融
サービス

お客様

新しい価値の提案を通
じて、お客様のこころを
とらえる本物のご満足
を提供します。

株主様

高収益・高効率経営
の実践を通じて、企業
価値の長期的な向上
に努めます。

お取引先様
お互いに切磋琢磨し
ながら信頼関係を築
き、ともに成長するこ
とを目指します。

地域社会
良き企業市民として、
地域社会の発展に貢
献するとともに、環境
に配慮した事業活動
を推進します。

従業員
成果と貢献が公正に
評価され、能力の発
揮と成長が実感でき
る働きがいのある職
場を実現します。

グループビジョン

ビジネスモデル

アウトカム

戦略
8%以上

2021年度ROE

アウトプット

Structure
(Core Businesses)

Strength
(Core Competence)

トップメッセージ 外部有識者メッセージ JFRの理念体系 サステナビリティに関する方針JFRの事業戦略ESG担当役員メッセージ

JFRの事業戦略
　J.フロント リテイリングは、社是および基本理念のもと、“くらしの「あたらしい幸せ」を発明す
る。”というグループビジョン実現に向け、ステークホルダーの皆様とともに、豊かな暮らしを創
造することに取り組んでいます。
　J.フロント リテイリングの事業活動は、百貨店とパルコを中心に地域とともに成長する豊かなマー
ケットの創出を絶えずはかっていくことです。それは、社会の公器として、様々なステークホルダー
が共感する新たな価値を創造することにほかなりません。
　J.フロント リテイリングが持つ6つの資本を効果的･効率的に活用することにより、グループの
事業モデルを循環させ、新たな価値を創造していくことが、J.フロント リテイリングのブランド価
値、ひいては社会が共感する新しい価値を創造するプロセスとなっています。この取り組みを通じ、
社会価値と経済価値の両立をはかっています。

SDGｓ（持続可能な開発目標）
2015年9月の国連サミットで採択され
た「持続可能な開発のための2030年
アジェンダ」に記載された2016年から
2030年までの国際目標。
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トップ
コミットメント

サステナビリティ
推進体制

JFRの
マテリアリティ

低炭素社会への
貢献

サプライチェーン
全体のマネジメント

地域社会との
共生

ダイバーシティ
の推進

ワーク・ライフ・
バランスの実現

社外取締役
メッセージ ガバナンス事業会社の

ESGの取り組み データ集
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